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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理システムにおいて利用される共同サービス指向ワークショップにおいて、処理
装置を有する装置がプロセスを管理する方法であって、
　前記共同サービス指向ワークショップは、前記処理装置が、実データを表わすデータに
関連付けられたオブジェクトと、プロセスを表わすデータに関連付けられたオブジェクト
と、を処理するように適合し、
　実行エンジンモジュールが、少なくとも一つの第１の関数を決定するステップと、
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの第１の関数の実行を行うことを
可能にする、少なくとも１つの情報を決定するステップと、
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの第１の関数及び前記少なくとも
一つの情報に対する少なくとも一つの参照を持つ、前記実データ又は前記プロセスを表す
データに関連付けられた第１のオブジェクトを生成するステップと、
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの情報に関する前記少なくとも一
つの第１の関数を実行するステップと、
　を有し、
　前記少なくとも一つの第１の関数の実行に応答して、
　前記実行エンジンモジュールが、前記前記実データ又は前記プロセスを表すデータに関
連付けられた第２のオブジェクトを生成し、
　前記実行エンジンモジュールが、前記第２のオブジェクトに含まれる前記第１のオブジ
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ェクトに対するリンクを生成し、
　前記実行エンジンモジュールが、前記第１のオブジェクトに含まれる前記第２のオブジ
ェクトに対するリンクを生成し、生成した前記第２のオブジェクトに対するリンクが、生
成した前記第１のオブジェクトに対するリンクと異なり、
　決定した少なくとも一つの第１の関数を、生成した第１のオブジェクトの構造及び関連
付けられたデータとは独立して決定する方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの情報は、前記少なくとも一つの第１の関数の入力として又は出力
として使用されるデータに関連付けられる、少なくとも一つのオブジェクトに対する参照
である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの第１の関数は、前記共同サービス指向ワークショップに対する外
部関数である請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの第１の関数とは異なる、少なく
とも一つの第２の関数を決定するステップと、
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの第２の関数を実行する、少なく
とも一つの情報を決定するステップと、
　前記実行エンジンモジュールが、前記少なくとも一つの第２の関数及び前記少なくとも
一つの第２の関数の実行を可能にする前記少なくとも一つの情報に、少なくとも一つの参
照を持つ作成された前記第１のオブジェクトを追加するステップと、を更に有する請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記実行エンジンモジュールが、前記第１のオブジェクトを、前記共同サービス指向ワ
ークショップに対する外部モジュールにより実行可能な関数に変換するステップを更に有
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　プロセスモデルの実行の環境が、前記共同サービス指向ワークショップにより実行され
るプロセスモデル及び外部モジュールにより実行可能な関数に対する実行において同一で
ある請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記実行エンジンモジュールが、外部モジュールにより実行可能な関数及び外部モジュ
ールにより実行可能な前記関数の実行に必要な少なくとも一つの情報に対する少なくとも
一つの参照を含むオブジェクト作成するステップを更に有する請求項５又は６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの第１の関数は、タスク実行又はリンクエンジンに合致している請
求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法の各ステップを行うように適合した命令を
有するコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、共同サービス指向ワークショップのための情報処理アーキテクチャに関する
。特に、共同サービス指向ワークショップ(atelier)のためのデータ管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、開発のためのコスト及び時間の削減のために、車両(vehicle)等の対象物の研
究段階及び構想段階を最適化するには、一般に、特有な情報処理環境の実現が必要になる
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。
【０００３】
　例えば、航空機の航空力学の研究には、多くの専門家の参加を必要とする。同一データ
を多くの側面から研究するからである。これらの側面は、相互に関係があったり、なかっ
たりするものである。上記専門家は、一般に、種々の情報処理ツール及び種々の装置を用
いることによって、利用する各プロセスを実行する。更に、これらの専門家は、地理的に
離れた場所にいることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、明らかに、情報処理データ及びリソース（特に計算機リソース）を共有す
ることができるオープンアーキテクチャに基づく環境を利用することが有利である。この
ような環境は、異種の装置及びオペレーティングシステムのセットに適合していることが
好ましい。
【０００５】
　同様に、別々の種々の既存ツールにアクセスできるインターフェースを使うことが有利
である。このような共通インターフェースは、特に、これらのツール間で交換されるデー
タを管理し、これらのデータに容易にアクセスし選択できるよう適合する必要がある。
【０００６】
　更に、前記環境は、新規ツールの統合、新規タイプのデータの管理、新規タイプの結果
の生成などの将来の需要に簡単に適合できることが好ましい。
【０００７】
　更に、計算又は他のプロセスにおいて、種々の変更及び使用の過程で生成されたデータ
の起源（origine）及びライフサイクルを決定するデータトレーサビリティ（trac,abilit
e'）が必要である。
【０００８】
　これらの課題は、部分的に、相互に独立して解決されている。
【０００９】
　例えば、Fujitsu（登録商標）により開発されたSynfiniWay（登録商標）というソフト
ウェア アプリケーションが存在する。このアプリケーションは、異種環境におけるタス
クの実行の最適化を可能にするものである。アプリケーションSynfiniWayによって、特に
、データのシーケンス及び依存関係により関連するサービスの形式で、グローバル資源を
仮想化しアプリケーションを提供することによって、情報処理プロセスを自動化すること
ができる。
【００１０】
　更に、一定のタスクを自動化し既存のツールを呼び出すことができるPython（登録商標
）及びJava（登録商標）等のスクリプト言語が存在する。Pythonは、インタープリタでオ
ブジェクト指向（interprete et oriente objet）の高級レベルのプログラミング言語で
ある。Pythonは、専用ライブラリを使って多数のコンテキストで使用したり多数の使用法
に適合したりすることができる。
【００１１】
　データのトレーサビリティに関しては、一般に、データに至ったプロセスにより決定さ
れる。例えば、プロダクトデータ管理（Product Data Management：ＰＤＭ)タイプのアプ
リケーションにおいては、ユーザは、予め定められたプロセスに、違反することなく、従
わなければならない。したがって、データの起源は、データを取得することができたプロ
セスにより決定される。
【００１２】
　しかし、異種のオープン共同環境における、システムの研究及び構想のための集中化及
び最適化された環境は、存在しない。
【００１３】
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　本発明は上記の課題の少なくとも一つを解決するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、実データ及びプロセスを表わすデータに関連付けられたオブジェクトを処理
するように構成された共同サービス指向ワークショップにおけるデータ管理方法を対象と
する。
　各オブジェクトは他の対象に対するリンクを記憶する構成を有しており、前記方法は次
のステップを含む。
－少なくとも一つの関数を決定するステップ。
－前記少なくとも一つの関数の実行を可能にする、少なくとも１つの情報を決定するステ
ップ。
－前記少なくとも一つの関数及び前記少なくとも１つの情報に対する、少なくとも一つの
参照(reference)を持つ一つのオブジェクトを生成するステップ。
【００１５】
　本発明の方法によって、データの性質、格納場所及び大きさ等の固有の特徴とは独立し
てデータを管理することによって、データのグローバル管理を行うことができる。
【００１６】
　前記少なくとも１つの情報は、前記少なくとも一つの関数の入力として又は出力として
使用されるデータに関連付けられる、少なくとも一つのオブジェクトに対する参照(refer
ence)である。
【００１７】
　本発明による方法によれば、オブジェクトにより表わされるプロセスを実行し、‘実行
方法に関連するオブジェクト’と‘前記プロセスにより実行される実データに関連付けら
れるオブジェクト’（即ち、プロセスにより使用される、又は、生成される）の間のリン
クを確立することができる。
【００１８】
　一つの特定の実施例によれば、前記少なくとも一つの関数は、前記共同サービス指向の
ワークショップに対する外部関数で、既存の関数を使用し、ソフトウェア開発を制限する
ためのものである。本発明による方法を使うと、ソフトウェアモジュールの類似した複数
のバージョンのメンテナンスを回避することができる。
【００１９】
　また、１つの特定の実施例によれば、本方法は、次のステップを含む。
－前記関数（第１関数）とは異なる、少なくとも一つの第２関数を決めるステップ。
－前記少なくとも１つの第２関数を実行する、少なくとも一つの情報を決めるステップ。
―前記少なくとも一つの外部第２関数及び少なくとも１つの情報に、少なくとも１つの参
照（reference）を持つオブジェクトを追加するステップ。
【００２０】
　本発明の方法を使うと、複合プロセスに関連するオブジェクトを作成することができる
。つまり、関数の組み合わせに関連するオブジェクトである。
【００２１】
　ある特定の実施例では、この方法は、さらに、前記共同サービス指向ワークショップに
おける外部モジュールにより実行可能な関数に、オブジェクトを変換する段階を含んでい
る。前記共同サービス指向ワークショップにより、対応するコードを再書き込みせず、共
同サービス指向ワークショップの外部関数を使うことができる。
【００２２】
　プロセスモデルのランタイム環境（environnement d’execution）が、関数実行の均一
性（homogeneite d’execution des fonctions）を提供するために、前記共同サービス指
向ワークショップにより実行されるプロセスモデルに関して、及び、外部モジュールによ
り実行可能な関数に関して、類似していると有利である。
【００２３】
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　１つの特定の実施例では、この方法は、さらに、“その外部モジュールで実行可能な関
数に対する”及び“外部モジュールにより実行可能な前記関数の実行に必要な少なくとも
一つの情報に対する”少なくとも一つの参照を含むオブジェクト作成するステップを含む
。
【００２４】
　前記プロセスの生成は、本実行方法により作成される及び/又は使用されるデータのト
レーサビリティに望ましい粒度（granularite）のレベルによりコントロールされる。
【００２５】
　前記外部関数は、１つのランタイム又は連鎖するタスクに合致していると有利である。
これにより、前記外部関数の実行と標準ツールのコンパチビリティが可能になる。
【００２６】
　また、本発明は、上記方法の各ステップを実現するよう適合した命令を有するコンピュ
ータプログラムを対象とする。
【００２７】
　本発明の、他の有利な点、目的及び特徴は、次の図面を参照して、非制限的な例を示す
、以下の詳細な説明から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係るデータ及びリソースを共有するためのワークスペースのアーキテク
チャの一例を示す図である。
【図２ａ】図１に示されるデータマネージャの簡略化した機能概略図である。
【図２ｂ】データツリーを確立することができるアルゴリズムの一例である。
【図３】Pythonタイプの表現に基づいてプロセスを実行するための、図１に示される実行
エンジンの機能要素と、これらの機能要素間で転送される情報とを示す概略図である。
【図４】アプリケーションの視点から見た、外部開発部（developpements externes）及
び特有開発部（developpements specifiques）によって制作された実行可能コードを実行
することができる、本発明に係る共同サービス指向ワークショップを示す図である。
【図５】プロセスモデルにおける、ModelCenterモデルタイプの外部関数のカプセル化の
一例を示す図である。
【図６】ＸＭＬタイプの記述形式で記憶されるプロセスモデルの分析のためのＸＭＬタイ
プの概略図の一例を合成的な手法で示した図である。
【図７】インスタンス化されたプロセスモデルの単位プロセスの実行のためのアルゴリズ
ムの一例である。
【図８】本発明の共同サービス指向ワークショップから実行できるデータ処理の一例であ
る。
【図９】本発明の一部を利用するよう適合した装置の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１は、本発明による、データ及びリソースを共有するためのワークスペースのアーキ
テクチャ100の一例を概略的に示す。これを共同サービス指向ワークショップとも呼ぶ。
図示のように、該アーキテクチャは、次の４つの主なモジュールを中心として実施される
。すなわち、データにアクセスするためのモジュール105と、データマネージャであるモ
ジュール110と、実行エンジンであるモジュール115と、プロセスを管理するためのモジュ
ール120と、である。
【００３０】
　データアクセス モジュール105は、データ管理モジュール110及び中央データベース125
（例えば、Oracle（登録商標）タイプのデータベース）に接続している。データ管理モジ
ュール110は、中央データベース125、実行エンジン115、及び分散格納ゾーンを表すセッ
ト130に接続している。このセットは、例えば、ファイル形式又はデータベース形式など
種々に編成することができる。実行エンジン115自体は、格納ゾーンセット130及びプロセ
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ス管理モジュール120に接続している。
【００３１】
　このアーキテクチャは、航空機などの特に複雑な対象物の構想に適合するものであるが
、以下では、明瞭かつ簡潔にするため単純な例に基づいて説明する。この例は例示として
示すものである。
【００３２】
　アーキテクチャ100は、広義の意味のデータを表わす情報処理オブジェクトを操作する
よう適合している。これらのデータは、例えば、航空機などの実オブジェクト（現実の対
象物（objet re’el））又は航空力学の抵抗の計算プロセスなどのプロセスを表わすこと
ができる。簡単に言えば、共同サービス指向ワークショップは、自体が特徴データを表す
メタデータに基づく情報処理オブジェクトにより表されるデータ上で動作する。
【００３３】
　フレームワーク データもしくはＦＤと呼ばれるデータは、例えば、ファイル形式で格
納ゾーン130に記憶された物理データである。これらのデータは、例えば、椅子のグリッ
ド（maillage）もしくは構造などの実オブジェクト、又は、例えば、引越しプロセスの各
ステップなどのプロセスを特徴付ける。これらのデータの大きさは、制限されず、数百メ
ガバイトでもよい。使用される全てのデータは、別々の物理位置に格納されてもよい。
【００３４】
　フレームオブジェクトもしくはＦＯと呼ばれるオブジェクトは、実際に適用される意味
において特定の意義を持つオブジェクトを表す。前に示したように、これらのオブジェク
トは、共同サービス指向ワークショップにより操作することができる全てを表すのに用い
られる。これらのオブジェクトは、基礎的要素又は特徴的要素として含まれているメタデ
ータセット（ensemble de meta-donnees）に基づく。したがって、１つのメタデータセッ
トは、各オブジェクトに関連付けられる。各タイプのメタデータセットは、複数のオブジ
ェクトに関連付けられてもよい。１つのタイプのメタデータセットの性質の特定（qualif
ication）により、１つのオブジェクトを形成することができる。例えば、あるタイプの
メタデータセットが椅子に関連付けられている場合、オブジェクトを形成する椅子の性質
の特定は、子供椅子でもよい。
【００３５】
　明瞭にするために、ここでは、フレームワークオブジェクトプロキシ（framework obje
ct proxies）又はＦＯプロキシ（ＦＯ proxies）と呼ばれるオブジェクトの情報処理での
実装を、オブジェクト自体と同等に扱う（assimilie）。
【００３６】
　オブジェクトの中には、インスタンス化プロセステンプレート（instanciated process
 templates：ＩＰＴ）と呼ばれるインスタンス化されたプロセスモデルを象徴するものが
ある。該インスタンス化プロセスモデルは、プロセスモデルのインスタンス、即ち、１つ
又は複数のオブジェクトに適用されたプロセスモデルである。プロセステンプレート（pr
ocess templates：ＰＴ）と呼ばれるプロセスモデルは、一般的なものである。これらは
、例えば、複数の椅子と１つのテーブル（table）からなるリビングルームの構築プロセ
ス、家のリフォームプロセス、又は、引越しプロセスに関する。インスタンス化プロセス
モデルは、オブジェクト形式で表され、共同サービス指向ワークショップでそれ自体とし
て操作することができる。
【００３７】
　フレームワークメタデータ（framework meta-data：ＦＭＤ）と呼ばれているメタデー
タは、データの特定情報に対応している。メタデータによってデータの特徴を表すことに
よって、データの操作を容易にすることができる。１つのデータは複数のメタデータセッ
トに関連付けられてもよい。メタデータは、表(tableau)又は拡張可能マークアップ言語
（Extensible Markup Language：ＸＭＬ）ファイルの形式で、中央データベース125に記
憶されると有利である。ここでは、１つのタイプは、各メタデータセットに関連付けられ
る。メタデータは、識別子、作成日時及び作成者名などの一般情報と、例えば、椅子の材



(7) JP 5524187 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

料、色及び重量などの関連データに固有の特有情報と、を含んでいる。メタデータは、特
に、前記データがどのようにして取得されたか、及び/又は、データがどのように使われ
たかを決定することのできる、オブジェクトへのリンクを含む。これらのリンクによって
、データモデル、即ち、データのツリー構造を定義することができる。
【００３８】
　オブジェクトの整合性（consistance）は、オブジェクトに関連付けられているメタデ
ータセットにおいて定義されたリンクを使って検証される。例えば、テーブルのデータモ
デルは、一つのテーブルが一つの椅子に関連する、などのように決定することができる。
実際にテーブルタイプのオブジェクトが椅子タイプのオブジェクトに関連付けられている
場合は、テーブルタイプのオブジェクトは、これらのリンクを介して定義されたデータモ
デルの意味において整合している（consistant）といわれる。
【００３９】
　メタデータは、例えば、本書付属の「extrait de code 1（コード１の抜粋）」で参照
される構造に従って、XMLタイプの言語で記述される。
【００４０】
　メタデータの一般的な部分は、全てのデータに共通しているので、共同サービス指向ワ
ークショップを実現するときに定義される。たとえ、この部分が先験的に変更する理由が
ない場合であっても、その定義は必要性に基づいて改訂することができる。しかしながら
、この改訂は、共同サービス指向ワークショップで管理されるオブジェクトセットに影響
するものである。
【００４１】
　メタデータの特有な部分は、各タイプのデータに固有であり、その結果、各タイプのメ
タデータセットに固有である。この部分の定義は、共同サービス指向ワークショップのユ
ーザにより実施される。メタデータの特有な部分の情報は、データに到達する前に自動抽
出（extraction）オペレーションによって決定される。
【００４２】
　一般メタデータ及び特有メタデータは、共同サービス指向ワークショップにおけるデー
タの検索及び分類に使用されることが有利である。
【００４３】
　本書付属の「extrait de code 2（コード２の抜粋）」で参照される例は、椅子を記述
するために使用される、メタデータタイプのXMLタイプの記述を示す。
【００４４】
　前述の通り、メタデータは、一般的な部分及び特有な部分を含むことが好ましい。ここ
では、特に、一般的な部分は以下の要素を含む。
－データへのアクセスコントロールを管理するキー。
－オブジェクトタイプの記述。
－データを記述するコメント。
－作成日時。
－データへのアクセスを可能にするキー又はURLでもよいデータの識別子。
－データの一意の識別子。
－データを作成したユーザに関連する情報。
－地理的位置を有するデータの物理位置。
－変更が進行中であるかどうか、及び誰により行われているかを知ることができる状態（
son etat）。
【００４５】
　操作されるオブジェクト（ここでは椅子）に特有な、メタデータの第２の部分は、本例
において以下の属性を有する。
－足の数。
－厚さ。
－色。
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－材料。
－重量。
【００４６】
　一般的な部分及び特有な部分は、当然、他のタイプの情報を含むことができる。
【００４７】
　メタデータセットの識別子又はアドレスによって、それに関連付けられているデータを
探し出すことができる。
【００４８】
　椅子を表すメタデータセットの性質の特定（qualification）は、特に、「子供」又は
「成人」でもよく、異なる２つのオブジェクトに帰着してもよい。
【００４９】
　同様に、テーブルのためのメタデータ及びオブジェクトを定義することができる。テー
ブルを定義するオブジェクトをインポートするときに、データモデルのレベルで、このオ
ブジェクトは、少なくとも１つの椅子タイプのオブジェクトに関連している場合しか整合
（consistant）しないと定義してもよい。オブジェクト間のこのような関係は、メタデー
タにおいて定義されたリンクにより定義される。これらのリンクは、ＸＭＬフォーマット
又は表（tableau）で表すことができる。テーブルタイプのオブジェクトをインポートす
るときに、テーブルタイプのオブジェクトと椅子タイプのオブジェクトとの間のデータモ
デルタイプのリンクを配置することによって、このオブジェクトをこのように定義される
データモデルと整合（consisitant）させなければならない。
【００５０】
　代替として、メタデータは表形式で表すことができる。例えば、１つの表は、各タイプ
のデータに関連づけることができる。表の各列は、メタデータを表す一方、各行はオブジ
ェクトを表している。本書の付属資料の表１は、椅子タイプのデータに関連付けることの
できる１つのタイプのメタデータセットの表現を簡略化した例を示す。ここでは、リンク
はメタデータを表す表に含まれていないことに留意すべきである。この例においては、リ
ンクはリンクテーブル（table de liens）に記憶されている。
【００５１】
　リンクテーブルは、例えば、本書付属の表２で示す表形式で表すことができる。この表
において、各列は、リンクが確立されているオブジェクトの一対の識別子を表している。
【００５２】
　このように、メタデータの表及びリンクテーブルに記憶されている情報によって、現在
であろうと将来であろうと、共同サービス指向ワークショップの全てのデータを操作し、
データモデルを構築することが可能になる。
【００５３】
　ここで、メタデータの表形式の表現は、ＸＭＬの表現と等価であること、及び、変換ツ
ールを用いて、１つの表現から別の表現に移行できることに留意すべきである。
【００５４】
　物理オブジェクト又はプロセスを特徴付けるデータの表現は、複数のレベルで実施され
る。
－生データ（donnees brutes）。
－生データから抽出された生データのサブセット（部分集合（sous-ensemmbles））を表
わし、生データを特徴づけることができるメタデータ。
－メタデータの値に基づき、アプリケーションモジュールにより操作されるオブジェクト
。
－別のオブジェクトにリンクされたオブジェクトであり整合性をもつ（consistant）オブ
ジェクト。
【００５５】
　この構造によると、共同サービス指向のワークショップにおいて、同期プロセスを利用
する必要がないことに注意すべきである。
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【００５６】
　データアクセスモジュール105によって、特に、ユーザは、選択的及び集中的に、中央
データベース125に記憶されているメタデータにアクセスすることによって、特に、これ
らのメタデータを視覚化したり、これらのメタデータに関するビュー（vue）を組み立て
たりすることができる。これにより、共同サービス指向ワークショップにおいてアクセス
可能なデータセットに対して効率的にソーティングを行うことができ、また、場合により
、これらのデータのうちのいくつかを結ぶリンクを追跡することができる。
【００５７】
　また、モジュール105は、中央データベースにメタデータを登録することができる。し
たがって、ユーザは、マンマシンインターフェースを介してメタデータを入力し、格納ゾ
ーン130に記憶されているデータ中に現われない情報を指定することができる。メタデー
タにアクセスし記録するために、ユーザインターフェースは、特に、構造化問合せ言語（
Structured Query Language：ＳＱＬ）タイプの要求(requetes)を使うことができる。こ
のメタデータの手動による記録は、オブジェクトをワークショップにインポートする時に
データからの自動抽出の対象にならない特有情報を追加するのに有利であることは明白で
ある。
【００５８】
　同様に、データアクセス モジュール105によって、特に、ユーザは、選択的及び集中的
に、データ管理モジュール110を介して、格納ゾーン130に記憶されているデータにアクセ
スし、データを記録することができる。データにアクセスし記録するために、ユーザイン
ターフェースは、特有なアプリケーションプログラミングインタフェース（Application 
Programming Interface：ＡＰＩ）及びwebサービスを使うと有利である。
【００５９】
　データマネージャ（gestionnaire de donnees）110は、データアクセスモジュール105
、中央データベース125、格納ゾーン130、及び、特にデータにプロセスを適用するよう適
合した実行エンジン115間のインターフェースとして使用される。また、データマネージ
ャ110は、ユーザのアクセス権をコントロールすることができる。
【００６０】
　特定の実施例において、データマネージャ110は、クライアント部とサーバ部とから構
成されている。クライアント部は、Pythonタイプの言語で実装することによって、サーバ
部においてアクセス可能なwebサービスにアクセスすることができる。インポート、エク
スポート、パブリケーション、コラボレーション及び権利管理などのデータ管理の全ての
標準関数（fonction standard）を使うことができることが好ましい。このリストは全部
を網羅しているものではない。データのライフサイクルの過程において使用される関数セ
ットは、このAPIを介して使用可能である。
【００６１】
　サーバ部は、例えば、Java（登録商標）又はPythonタイプの言語で実装することによっ
て、種々のデータベース及び格納ゾーンとのインターフェースを可能にすることができる
。このサーバ部は、分散格納ゾーン130に記憶されているデータから、メタデータを有し
ている中央データベース125へ、メタデータを抽出するメカニズムを有することが有利で
ある。
【００６２】
　実行エンジン115は、例えば、専用アプリケーションに基づくプロセスモデルを介して
プロセスを実行することができる。プロセスの実行時に、実行エンジン115と格納ゾーン1
30との間のインターフェースによって、データへの直接アクセス又はＡＰＩを介したアク
セスが可能になる。実行エンジン115は、例えば、SynfiniWayタイプのコンピューティン
ググリッド（grille de calcul）に接続されることが好ましい。このコンピューティング
グリッドは、１つの分散インフラストラクチャ上の種々のプロセスのサブミット及び実行
中のデータの移動を管理する。
【００６３】
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　又、実行エンジン115は、ModelCenter（登録商標）又はSynfiniWayアプリケーション（
つまり、タスク実行又はリンクエンジン）などの、ワークフロー（workflow）を使うアプ
リケーションとのインターフェースを有することが好ましい。
【００６４】
　プロセス管理モジュール120は、複合プロセスと呼ばれ、複数の単位処理（traitements
 unitaires）をカプセル化した（encapsuler）ハイレベルのワークフローを作成すること
ができる。これらのワークフローは、パラメータ及びパラメータに対するセンシビリティ
の調査を対象にして動作モデルを作成することができる。このため、これらの機能は、最
適化の多分野に関わる調査の枠内で使うことができる。
【００６５】
　したがって、非単位プロセス（processus non unitaires）処理、つまり、種々の複数
の関数を呼び出すプロセス処理は、プロセス管理モジュールにより管理されることによっ
て、例えば、実行エンジンにより実行される単位プロセスに分割される。
【００６６】
　図２ａは、データマネージャ110の簡略化した機能概略図（schema fonctionnel）であ
る。
【００６７】
　例えば、ファイルインタフェース又は共通オブジェクトリクエストブローカアーキテク
チャ (Common Object Request Broker Architecture：Corba)（登録商標）タイプのイン
ターフェースを使って、データが種々のデータベース(図示しない)において作成される。
【００６８】
　次に、抽出、変換及びロードのメカニズム200（ＥＴＬ（Extract, Transform and Load
))を利用することによって、格納ゾーン130に記憶されているデータからメタデータを抽
出する。これらは中央データベース125に格納される。こうして、このデータベースによ
って、種々の分散格納ゾーン130において作成された物理データの情報が収集される。
【００６９】
　データが作成されたり、変更されたり、又は削除されたりするときに、抽出メカニズム
が利用されることに留意すべきである。このメカニズムは、データ及びメタデータの各タ
イプに固有のものである。
【００７０】
　性質特定関数（fonction de qualification）205により、抽出されるメタデータの性質
を特定することによって、中央データベース125に記憶することができるオブジェクトを
形成することができる。性質の特定に続いて、オブジェクトの整合性（consistance）に
ついて検証が行われる。この整合性は、メタデータと共に記憶されている又は記憶されて
いないことがあるリンクを介して保証される。これらのリンクは、バージョン、コンフィ
ギュレーション、データモデル及びユーザなどの種々の性質に関することがある。
【００７１】
　データモデルを定義するオブジェクト間のリンクセットは、複数のオブジェクト間のリ
ンクを決定するために使用されてもよい。これらのリンクは、メタデータに関連付けられ
る。上記したように、それらは、後者と共に又は別々に、例えば、中央データベース125
に記憶されているリンクテーブル(table de liens)に、記憶される。
【００７２】
　前記リンクによって、後で、データのトレーサビリティ、即ち、プロセスの実行時に生
成又は使用された種々のデータ間のトレーサビリティを、確立することができる。複数の
タイプのリンクがあるが、特に、次のようなものである。
【００７３】
－ユーザが手動で決定する、２つのデータ間のユーザリンク。
－データモデルを定義することができるモデルリンク。これらのリンクは、データモデル
の作成のときに、一般的に決定される。
－１セットのオブジェクト間でリンクを確立することによって、オブジェクトをコンフィ
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ギュレーションにおいて管理、即ち、エクスポート、インポート及び権利変更の関数等の
同一関数を適用することができるコンフィギュレーションリンク。
－種々のバージョンに従って、同一のオブジェクトを管理することができるバージョンリ
ンク。
－１セットのオブジェクト間における実行リンクの確立を可能にする生成（production）
リンク。インスタンス化されたプロセス（ＩＰＴ）の実行中又は終了時のデータパブリケ
ーション（publication）段階において、このタイプのリンクは自動的に作成される。
【００７４】
　対で配置されるこれらのリンクのセットによって、データに伴うトレーサビリティを得
ることができる。これらのデータには、特に、プロセス、バージョン、コンフィギュレー
ション、ユーザ及びモデルに関する全ての履歴が含まれる。
【００７５】
　こうして、特有なメタデータ及びリンクにより相互に関連付するオブジェクトの完全な
ツリーを構築することが可能である。椅子とテーブルの例では、テーブルのメタデータ（
色及び位置）を知得することができるツリーによって、メタデータとして特有な色を有す
る椅子にテーブルをリンクするデータモデルを検証することができる。したがって、次か
ら次へと、データ取得のための完全なツリーを再構築することができる。
【００７６】
　データモデル、即ち、データの階層構造（arborescences）は、共同サービス指向ワー
クショップにおいて操作されるデータに特有であることに留意することが必要である。し
かし、仮にデータモデルがオブジェクト間のリンクから導くことができたとしても、デー
タモデルは、共同サービス指向ワークショップ中にそれ自体として存在しない。それらは
、オブジェクト、即ち、特定のデータタイプに対応するメタデータセットが定義されると
きに、暗黙的に作成される。
【００７７】
　図２ａに示されているように、データマネージャ110の関数210によって、リンク及びオ
ブジェクトにアクセスすることによって、整合性のあるオブジェクトのビュー(vue)、即
ち、オブジェクト間の関係を表わすビューを作成することができる。このビューは、ユー
ザにデータモデル215のビュー形式で送信することができる。
【００７８】
　同様に、ユーザは、例えばリストなどのオブジェクトビュー220及び関係ビュー225の形
式で、オブジェクト及び関係を可視化することができる。
【００７９】
　したがって、この実施例によれば、ユーザ、即ち、データマネージャ110のクライアン
ト部は、次の３つのタイプのビュー(vue)を配置することができる。
　－種々のデータベースが有するオブジェクトに関するメタデータを介したビュー。
　－アーキテクチャ100において作成されたデータモデルに関するビュー。
　－例えば、トレーサビリティを可能にするバージョンリンク、ユーザリンク、コンフィ
ギュレーションリンク及び生成リンクなどのメタデータのデータベースで定義されている
リンク、又は、それらに関連付けられたリンクを介して、種々のオブジェクト間をナビゲ
ートすることができるビュー。
【００８０】
　各データに関連付けられた全てのメタデータを含む、プロキシオブジェクト（object p
roxy）タイプのオブジェクトのＸＭＬタイプの記述が、作成されて、プロセスの実行中に
、例えば、実行エンジン115により、格納ゾーン130に記憶されたデータにアクセスするの
に使用されると有利である。
【００８１】
　図２ｂは、アルゴリズムの例を示す。このアルゴリズムによって、共同サービス指向ワ
ークショップで操作されるオブジェクトからデータツリーを作成することができる。これ
らのオブジェクトは実データ又はプロセスを区別せずに表わす。
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【００８２】
　例えば、マンマシン インターフェースを介して第１オブジェクトを選択した（ステッ
プ230）後、該第１オブジェクトに含まれる、第２オブジェクトへのリンクにアクセスす
る（ステップ235）。次に、該第２オブジェクトに含まれる第３オブジェクトへのリンク
にアクセスする（ステップ240）ことによって、第１オブジェクトと第３オブジェクトと
の間のリンク、又は、第１オブジェクトに関連付けられたデータと第３オブジェクトに関
連付けられたデータとの間リンクを確立することができる（ステップ245）。
【００８３】
　他の例として、該第１オブジェクトに含まれる第３オブジェクトへのリンクにアクセス
する（ステップ250）ことによって、第２オブジェクトと第３オブジェクトとの間のリン
ク、又は、第２オブジェクトに関連付けられたデータと第３オブジェクトに関連付けられ
たデータとの間のリンクを確立することができる（ステップ255）。
【００８４】
　第２ｂ図において、破線の矢印で示されるように、これらのステップを反復して繰り返
すことによって、データツリーを決定することができる。該データツリーにおいては、葉
はデータ（又はデータに関連付けられたオブジェクト）を表わし、枝はデータ間のリンク
（またはデータに関連付けられたオブジェクト間のリンク）を表わす。
【００８５】
　図３は、図１に示した実行エンジン115の機能要素と、これらの要素間で、Pythonタイ
プの表現に基づいてプロセスを実行するために送られる情報と、を概略的に示す図である
。実行エンジン115は、ここではＸＭＬタイプの文書の形式で表わされた、インスタンス
化されたプロセスモデル300で構成される（consistant）オブジェクトによりアクティブ
になる。
【００８６】
　インスタンス化プロセスモデル300を、ＸＭＬパーサ（ＸＭＬparser）と呼ばれるＸＭ
Ｌタイプのシンタックスアナライザー305において解析することによって、プロセスの実
行を可能にするための情報を抽出する。特に、プロセスの実行に必要なデータに関するパ
ラメータ、コード及び情報が、ＸＭＬ文書から抽出される。同様に、該プロセスで使われ
プロセスの入力を形成するデータを、関連オブジェクト上のリンクを使って探し出すこと
ができる。ＸＭＬ文書から抽出したプロセスの実行に必要な全ての情報は、実行エンジン
のコア310に送信される。
【００８７】
　インスタンス化プロセスモデル300のコード、即ち、インスタンス化プロセスモデルを
表わすオブジェクトに関連付けられたデータは、実行エンジンにより直接実行可能な命令
、例えばPythonタイプのコードなどの特有なインターフェースを介して実行可能な命令、
又は、ModelCenter関数等の実行エンジンにより呼び出される外部関数又はモジュールに
対応する。
【００８８】
　インスタンス化プロセスモデル300に関連付けられたプロセスを実行することによって
、プロセスの出力を形成する新規オブジェクト315が生成されることがある。これらのオ
ブジェクトは、前記オブジェクトと同様に扱われる。特に、中央データベースに記憶され
ているメタデータ及びリンク並びに格納ゾーン130に格納されているデータは、前記オブ
ジェクトに関連づけられている。代替として又は補完的に、プロセスの入力は、これらが
実行されている間に、変更されてもよい。変更されプロセスの出力を形成する入力は、入
力／出力と呼ばれる。
【００８９】
　実行エンジンのコア310は、インスタンス化プロセスモデルの実行コンテキストとも呼
ばれる実行環境320を呼び出すことが好ましい。特に、この実行環境は、プロセスの実行
履歴（325）を保持し、データを実行エンジンのフォーマット（例えば、Pythonタイプの
オブジェクトの形式）でアクセス可能にし（330）、プロセスの実行を監視し（335）、外
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部モジュールの実行に必要なインターフェース340を実行エンジンのコアに提供するため
のものである。
【００９０】
　プロセスが実行される時、特に、新規オブジェクトが作成される時、１つ又は複数のリ
ンクが、プロセス（入力、出力、入力／出力）で使用されるデータに関連付けられたメタ
データ、並びに、インスタンス化プロセスモデルに関連付けられたメタデータにおいて、
自動的に作成される。
【００９１】
　プロセスが実行される前、インスタンス化プロセスモデルに関連付けられたメタデータ
は、使用される前のデータに関連付けられたオブジェクトへの参照(reference)を含むが
、リンクは含まない。したがって、リンクは、プロセスが実行されるときに、各オブジェ
クトにおいて作成される。
【００９２】
　例えば、プロセスがデータを使用することによって結果を生成するとき、プロセスを実
行する過程で、次のリンクが作成される。
－プロセスモデルに関連付けられたオブジェクトへのリンクが、入力データに関連付けら
れたオブジェクトにおいて、作成される。
－入力データに関連付けられたオブジェクトへのリンクが、プロセスモデルに関連付けら
れたオブジェクトにおいて、作成される。
－出力データに関連付けられたオブジェクトへのリンクが、プロセスモデルに関連付けら
れたオブジェクトにおいて、作成される。
－プロセスモデルに関連付けられたオブジェクトへのリンクが、出力データに関連付けら
れたオブジェクトにおいて、作成される。
【００９３】
　図４は、本発明による共同サービス指向ワークショップの実施例をアプリケーションの
観点から示す。この実施例によって、外部開発部（developpements externes;405）及び
特有開発部（410）によって制作された実行可能コード400を実行することができる。図示
されているように、インスタンス化プロセスモデルの実行は、再帰可能である。
【００９４】
　実行可能コードの性質と共同サービス指向ワークショップの実装に従って、実行可能コ
ードは、共同サービス指向ワークショップ又は外部アプリケーションにより実行される。
説明として、ここでは、実行可能コードは、Pythonタイプの場合、共同サービス指向ワー
クショップにより実行され、例えば、ModelCenter(MC)タイプの場合、外部アプリケーシ
ョンにより実行される。
【００９５】
　プロセスモデルにおける外部関数のカプセル化メカニズムに従って、共同サービス指向
ワークショップの外部関数が実行される。図５は、プロセスモデルにおけるModelCenter
モデルのカプセル化（encapsulation）の一例を示す。
【００９６】
　実行可能コードがPythonタイプの場合、特に入力及び出力データへの参照並びに実行環
境への参照を有する、コードの実行に必要なデータは、Pythonフォーマット（モジュール
415）に従ってフォーマットされる。そして、こうしてフォーマット化されたプロセスは
、共同サービス指向ワークショップが標準オブジェクト（モジュール425）として操作で
きるプロセスモデルにおいてカプセル化される（モジュール420）。モジュール425をモジ
ュール415に連結する矢印で図示されているように、プロセスを実行しなければならない
とき、プロセスモデルはPythonインターフェースを使う。
【００９７】
　同様に、実行可能コードがModelCenterモデルの場合、特に入力及び出力データへの参
照並びに実行環境への参照を有する、コードの実行に必要なデータは、ModelCenterフォ
ーマット（モジュール430）に従ってカプセル化される。そして、こうしてフォーマット
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化されたプロセスは、共同サービス指向ワークショップが標準オブジェクト（モジュール
425）として操作できるプロセスモデルにおいてカプセル化される（モジュール435）。ま
た、モジュール425をモジュール430に連結する矢で図示されているように、共同サービス
指向ワークショップの外部プロセスの実行を可能にするためプロセスを実行しなければな
らないとき、プロセスモデルは、ここではModelCenterインターフェースなどの適合する
インターフェースを使う。
【００９８】
　参照符号460で示されるように、別のフォーマットが使用されてもよい。
【００９９】
　プロセスモデルのインスタンス化は、マンマシンインターフェース、即ち、ここでは、
モジュール420と425との間及びモジュール435と425との間におけるインターフェースを使
って、プロセスのカプセル化の後に実行することができる。
【０１００】
　特に、カプセル化は、予め定められたフォーマットに従ってプロセスモデルを適合させ
ることを目的とする。具体的には、カプセル化により、データの有効性をコントロールし
、必要なパラメータを決定し、欠落しているパラメータにデフォルト値を与え、適切なコ
ードをコピー及び/又は創出することができる。また、オプションとして、カプセル化に
より、実行指令（directives d'execution）の定義、即ち、例えば、プロセス又はプロセ
スの一部を実行すべきマシンが何であるかを定義することができる。
【０１０１】
　プロセスモデルにおける外部関数のカプセル化は、次のＸＭＬセクションを使って、実
施されることが好ましい。
【０１０２】
－入力及び出力。共同サービス指向ワークショップにおいて管理されるデータに関連付け
られたオブジェクトへのリンク。これらのリンクによって、外部関数において上記データ
を使用することができる。
－パラメータ。外部関数により使用されるパラメータ。
－コード。外部関数の呼び出し。
【０１０３】
　図５は、プロセスモデル505におけるModelCenterモデル500のカプセル化の例を示す。
図に示されているように、リンクが、プロセスモデルの各セクションとModelCenterモデ
ルの対応するフィールドとの間で確立される。ここでは、ModelCenterモデルの実行可能
コードへの呼び出しが、Pythonスクリプト510を介して実行される。
【０１０４】
　したがって、プロセスモデルは、共同サービス指向ワークショップにおいて外部関数を
呼び出すことができる。プロセスモデルに関連付けられたオブジェクト及び特にリンクの
構造によって、外部関数を呼び出すプロセスモデルの入力又は出力として使用されるデー
タのトレーサビリティが可能になる。
【０１０５】
　同様に、例えばModelCenterモデル等の外部関数において、プロセスモデルをカプセル
化することも可能である。したがって、共同サービス指向ワークショップで開発されたプ
ロセスモデルは、外部アプリケーションが直接使用することができる。このメカニズムを
介して、実行時に、サービス指向共同ワークショップにおいて管理されるデータの使用及
び関連付けられたトレーサビリティを全て維持しながら、プロセスモデルを使用し他の外
部関数へリンクすることが可能である。
【０１０６】
　外部アプリケーションから開始するプロセスモデルの実行は、SRUNと呼ばれ、インスタ
ンス化プロセスモデルの実行に使用される、共同サービス指向ワークショップのインテグ
レーション層のニュートラル実行モジュールにより実施される。
【０１０７】
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　上記方法で、プロセスモデルは、外部関数をカプセル化することができ、また、外部関
数においてプロセスモデルをカプセル化することができる。
【０１０８】
　このカプセル化二重メカニズムにおいては、データのトレーサビリティの程度は、この
ように、共同サービス指向ワークショップ及び外部アプリケーションによって実行される
関数（fonctions）によって決定される。
【０１０９】
　説明として、共同サービス指向ワークショップのプロセスモデルＡが、関数Ｂ，Ｃ及び
Ｄを呼び出す場合、但し、Ｂ及びＣは、共同サービス指向ワークショップのプロセスモデ
ルであり、Ｄは、自体が関数Ｅ及びＦを呼び出すModelCenterモデルであり、Ｅは外部関
数であり、Ｆは、共同サービス指向ワークショップのカプセル化されたプロセスモデルで
ある場合、Ｂ，Ｃ及びＤ間のリンクを追跡することはできるが、共同サービス指向ワーク
ショップの外部で実行されるＥ及びＦ間（簡単にはＥの入力とＦの出力との間）のリンク
を追跡することはできない。したがって、データのトレーサビリティについて望まれる精
度レベルを決定することができる。
【０１１０】
　前述したように、オブジェクトに関連付けられているデータは、インスタンス化された
プロセスモデルを特徴づけるものであり、例えば、ＸＭＬタイプのファイルなどのファイ
ルとして表現することができる。プロセスモデルの記述は、各タイプの情報に特有な複数
のセクションを有することが有利である。
【０１１１】
　プロセスモデルは、自体をサブプロセスモデルで構成することができる。これらのサブ
プロセスモデルは、プロセスモデルのセクションに記憶することができる。この場合、該
サブプロセスモデルは、共同サービス指向ワークショップにおいてアクセス可能なプロセ
スモデルへの参照である。したがって、複数の単位プロセスモデル又は複合プロセスモデ
ルを参照する複合プロセスモデルを作成することができる。
【０１１２】
　インスタンス化プロセスモデルの属性は、例えば、次のようなものである。
【０１１３】
－ＸＭＬタイプのスキーマ(schema)のバージョン。これにより、プロセスモデルから情報
を抽出することができる。
－プロセスモデルの識別子、名前、バージョン及びタイプ。
－インスタンス化プロセスモデルの識別子。
－インスタンス化プロセスモデルがModelCenterタイプの関数を参照している場合の、Mod
elCenterタイプの実行識別子。
－（サンドボックス（sandboxes）と呼ばれる）セキュリティ保護された方法でプロセス
を実行することができるメカニズムへのアクセスパス。
－インスタンス化プロセスモデルが、例えば、サブミット済み、実行中、正常に実行完了
又はエラーで実行完了などのどの実行状態にあるかを指定する、プロセスモデルの実行状
態。
－例えば、初期状態（primaire）、部分的にインスタンス化済み、インスタンス化済み、
実行中又は実行完了等のプロセスモデルの内部状態を定義するプロセスモデルの状態。
－コメント。
【０１１４】
　インスタンス化プロセスモデルの入力、出力、入力/出力及びパラメータに関するセク
ションには、例えば、名前、タイプ及びカテゴリ等が含まれている。関連するユーザのタ
イプ、記述及びヘルプなどの他の情報を、インスタンス化プロセスモデルの入力、出力、
入力/出力及びパラメータに関連付けることができる。１つのセクションが、各入力、出
力、入力/出力及びパラメータに使用される。
【０１１５】
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　インスタンス化プロセスモデルの実行コンテキストに関連するセクションには、インス
タンス化プロセスモデルの実行中に使用されるツールを指定する分類セクションが含まれ
ている。又、インスタンス化プロセスモデルの実行コンテキストに関連するセクションに
は、インスタンス化プロセスモデルの実行コンテキストを記憶することができるコンテキ
スト作成セクションと、プロセスを実行するために使用すべきコンフィギュレーションを
指定し、グリッドコンピューティングの制御装置により実行される選択を記憶することが
できる現(courant)実行コンテキストセクションとが含まれる。さらに、インスタンス化
プロセスモデルの実行コンテキストに関連するセクションには、プロセスモデルのインス
タンス化を行う時に選択されるグリッドコンピューティングのコンフィギュレーションを
指定するための実行サーバセクションと、プロセスの実行に関連する、例えばエラーコー
ド又はジョブ（metiers）情報等を含み、プロセスの実行の最後に書き込まれる実行レポ
ートセクションとが含まれてもよい。コンテキスト作成及び現（courant）実行コンテキ
ストセクションの属性には、例えば次のものがある。
【０１１６】
－プロセスを実行するために使用されるマシンの名前及びタイプ並びにこのマシンのオペ
レーティングシステムのタイプ。
－コンテキストの作成日又はプロセスの実行日。
【０１１７】
　インスタンス化プロセスモデルのデータに関連するセクションは、プロセス実行時に使
用可能な、プロセスモデルのプライベートデータを記憶するよう用意される。このセクシ
ョン自体に、ModelCenterタイプのプロセス等の特定のプロセスに特有なセクション等の
セクションを含むことができる。
【０１１８】
　インスタンス化プロセスモデルのコードに関連するセクションには、実行するプロセス
のコードが含まれている。このセクションの属性は、例えば、Python言語などの使用言語
、コードのバージョン、及び、場合により、コメントなどである。
【０１１９】
　更に、インスタンス化プロセスモデルには、プロセスを実行するのに使用可能なサーバ
及び/又は好ましいサーバのリストの記述が含まれてもよい。
【０１２０】
　図６は、XMLタイプの記述形式で記憶されているプロセスモデルの分析のための、ＸＭ
Ｌタイプのスキーマ600の一例を示す合成図である。XMLタイプのスキーマ（schema）600
によって、プロセスモデルを表わすファイルに含まれる種々のセクションとデータ管理部
及びプロセス管理部のXMLタイプのセクションへのリンクとを記述する。
【０１２１】
　太線で示されたリンクが、包含（inclusion）を表し、実線のリンクは、インポートの
概念及び点線のリンクは、暗黙的なインポートの概念を表わす。
【０１２２】
　プロセステンプレート（Process Template：ＰＴ）タイプの拡張子は、プロセスモデル
、即ち、実行エンジンに関連付けられている。データ管理（Data Management：ＤＭ）タ
イプの拡張子は、データ、即ち、データマネージャに関連付けられている。ＭＣタイプの
拡張は、ModelCenter、即ち、特定のプロセスマネージャに関連付けられている。
【０１２３】
　図示されているように、プロセスモデル605には、入力、出力、パラメータ、サーバ、
実行コンテキスト、データ及びコードのセクションにそれぞれ対応する複数のサブセット
610乃至640が含まれている。入力、出力及びパラメータにリンクされたセクション自体に
は、引数（arguments）645が含まれる。
【０１２４】
　プロセスモデルには、例えば、EDMG(Editeur De Modele Generalise), ModelCenter及
び Excel（登録商標）等の、特有なモデル650-1乃至650-nに関する情報が暗黙的に含まれ
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ている。プロセスモデルのModelCenterモデルは、特定モデル655から情報を受け取る。
【０１２５】
　Excelモデルは、例えばＵＲＬ（Uniform Resource Locator）等の使用される関数への
参照を使う。これに対し、ModelCenterモデルは、カプセル化によってプロセスモデルの
中に含まれていることに留意すべきである。
【０１２６】
　セクション610、615及び620において指定されたデータは、自体が他のオブジェクトへ
のリンク（665,670）を有するオブジェクト660によって制作されたものである。
【０１２７】
　このように、参照符号600乃至650は一般プロセスモデルに関連付けられている。同時に
、この参照セット（l'ensemble des references）は、インスタンス化プロセスモデルに
対応している。しかしながら、パラメータ620は、また、ユーザにより手動で変更するこ
とができることに注意する必要がある。
【０１２８】
　図7には、インスタンス化プロセスモデルの単位（unitaires）プロセスを実行するため
のアルゴリズム700の一例が示されている。
【０１２９】
　インスタンス化プロセスモデル705は、最初に、予め定められたＸＭＬスキーマによっ
てその有効性をコントロールするため解析される（ステップ710）。もし有効でない場合
、プロセスの実行を中止し、別のインスタンス化プロセスモデルを処理することができる
。インスタンス化プロセスモデルが有効な場合、このモデルに含まれている情報が抽出さ
れる（ステップ720）。
【０１３０】
　この情報抽出により、特に、実行コンテキストの構成725と、特に、入力、出力、入力/
出力、パラメータ及び/又はインスタンス化プロセスモデルに固有のデータを含むことが
ある実行環境730と、を決定することができる。好ましい実施例によれば、実行コンテキ
ストの構成(configuration)725及び実行環境はPythonフォーマットで決定される。
【０１３１】
　次に、実行コンテキストの構成は、実行ドメインの有効性に基づいてコントロールされ
る（ステップ735）。実際に、プロセスの作成者は、例えば、ソフトウェアの特定のバー
ジョン等の、有効性の領域（domaine）を指定することができる。ユーザが別のバージョ
ンの使用を所望した場合、警告されるか、自分の選択を変更するよう強制されることがあ
る。実行ドメインの有効性の条件が満たされないからである。構成(configuration)が有
効でない場合、プロセスの実行を中止し、別のインスタンス化プロセスモデルを処理する
ことができる。
【０１３２】
　構成が有効である場合、入力及び入力/出力に関する条件が検証される（ステップ740）
。プロセスのインスタンス化のとき、ユーザがプロセスの作成者によって定義された条件
を満たさないためこのプロセスで使用することができないオブジェクトを、参照すること
が起こりえる。テーブル及び椅子に関する上記の例において、引越しプロセスは、例えば
、椅子の特有な色を条件とすることができる。ユーザが別の色の椅子を選択した場合、引
越しプロセスが行われないことがありえる。入力及び入力/出力に関する条件が有効でな
い場合、プロセスの実行を中止し、別のインスタンス化プロセスモデルを処理することが
できる。
【０１３３】
　入力及び入力/出力に関する条件が有効な場合、プロセスの実行は、インスタンス化プ
ロセスモデルのコード、即ち、インスタンス化プロセスモデルを表わすオブジェクトに関
連付けられたデータに従って実現される（ステップ745）。
【０１３４】
　次に、インスタンス化プロセスモデルのコードが実行される（ステップ750）。一般に
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、SRUNと呼ばれる実行モジュールのコアは、入力、入力/出力及びコードを実行するのに
必要なPythonモジュールをメモリにロードする。必要に応じて、実行モジュールSRUNの能
力に基づいて分散実行環境が利用されてもよい。
【０１３５】
　複合インスタンス化プロセスモデル（modeles de processus instancies composites）
の場合、実行モジュールSRUNは、サブプロセスモデルのインスタンスをメモリに作成し、
これらのインスタンスを単位インスタンス化プロセスモデルとして順次実行する。種々の
単位プロセス間の一貫性は、ジョブの流れ又はワークフローの実行エンジンにより保証さ
れる。
【０１３６】
　プロセス実行中に、コードを含むスクリプトは、グリッドコンピューティングマネージ
ャ（gestionnaire de la grille de calcul）の選択に関して、場合により、データマネ
ージャのマシンとは異なるマシン上で、対応する実行環境において実行される。セキュリ
ティ保護された方法でプロセスを実行できるメカニズムが、物理データを読み書きしたり
、プロセス実行の履歴を記憶したり、データを一時的に記憶したりするのに使われること
が好ましい。
【０１３７】
　スクリプト、即ち、プロセスを実行した後、実行エンジンは、適切なドメインに出力を
送り、実行レポートを記憶する。
【０１３８】
　図8は、本発明による共同サービス指向ワークショップで行うことができるデータ800処
理の一例を示している。この例によると、データ805は、傷んだ家に関する情報に対応し
ている。オブジェクトは、メタデータを参照しており、傷んだ状態を詳述するこれらのデ
ータ並びに関連すると判断される他の情報（ここでは、部屋の数及び窓の数）に関連付け
られる。データ810は、居住可能な家に関する情報に対応する。ここでも、オブジェクト
は、メタデータを参照しており、この場合居住可能な状態である状態を示すこれらのデー
タ並びに関連すると判断された情報（すなわち、ここでは、部屋の数及び窓の数）に関連
付けられる。データ810は、データ805にリンクされたオブジェクトから得ることができ、
したがって、データ805から、リフォームのインスタンス化プロセスモデル８１５を表わ
すオブジェクトによって得ることができる。
【０１３９】
　同様に、引越し830のインスタンス化プロセスモデルにおいて、データ810対応するオブ
ジェクトを、データ820にリンクされたダイニングルームタイプのオブジェクト及びデー
タ825にリンクされたベッドタイプのオブジェクトと組み合わせることによって、データ8
35にリンクされた居住中の家タイプのオブジェクトを作成することができる。データ835
にリンクされたメタデータは、ここでは、居住状態並びに部屋及び窓の数を詳述する。
【０１４０】
　付属資料の「extrait de code 3（コード３の抜粋）」に示されている例は、リフォー
ムプロセスを実行する前の、図８のデータ805に関連付けられたメタデータを簡略化した
例である。
【０１４１】
　この例に示されているように、メタデータは、特にオブジェクトのタイプ及び名前並び
に対応するデータにアクセスするためのリンクなどの一般情報と、ここでは状態並びに窓
及び部屋の数などの特有情報とを有する。メタデータは、ＩＮタイプである、即ち、イン
スタンス化プロセスモデルにより作成されるデータに対応しないことに留意すべきである
。
【０１４２】
　傷んだ家を表わす上記の例を処理するのに使用できるリフォームプロセスモデルは、一
般に、付属資料の「extrait de code 4（コード４の抜粋）」に示されるように記述する
ことができる。
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【０１４３】
　このプロセスモデルは、家タイプのオブジェクトを入力として有し、家タイプの別のオ
ブジェクトを出力として作成する。このプロセスモデルは、インスタンス化されることに
よって、特に、図８のデータ805及び810に関連付けられたオブジェクトへの参照を有する
ことができる。この場合、このインスタンス化されたプロセスモデルは、例えば、付属資
料の「extrait de code 5（コード５の抜粋）」に示されている。
【０１４４】
　示されているように、インスタンス化されたプロセスモデルは、さらに、実行パラメー
タ、実行マシンの識別子、使用される適用コンフィギュレーション及び実行履歴のリンク
を有する。これらのリンクは、データ805に関連付けられたオブジェクトとインスタンス
化プロセスモデル815に関連付けられたオブジェクトとの間のリンク、及び、インスタン
ス化プロセスモデル815に関連付けられたオブジェクトとデータ810に関連付けられたオブ
ジェクトとの間のリンクである。
【０１４５】
　このインスタンス化プロセスモデルに対応するプロセスを実行した後、データ805にリ
ンクしているメタデータは、データのトレーサビリティを可能にする履歴のリンクを追加
するよう変更される。したがって、データ805に関連付けられたこのメタデータは、プロ
セスの実行後、付属資料のextrait de code 6（コード６の抜粋）」に示されているよう
に表現することができる。
【０１４６】
　この例で詳述されているように、データ805に関連付けられたオブジェクトとインスタ
ンス化プロセスモデル815に関連付けられたオブジェクトとの間にリンクが作成される。
したがって、インスタンス化プロセスモデル815に関連付けられたオブジェクトを使って
、データ805に関連付けられたオブジェクトとデータ810に関連付けられたオブジェクトと
の間にリンクを確立することができる。
【０１４７】
　同様に、プロセスの実行後に、データ810と、該データに関連付けられリンクを有する
メタデータとが作成される。データ810に関連付けられたメタデータは、付属資料のextra
it de code 7（コード７の抜粋）」に示されているように表現することができる。
【０１４８】
　前述のように、データ810に関連付けられたオブジェクトとインスタンス化プロセスモ
デル815に関連付けられたオブジェクトとの間にリンクが作成された。したがって、イン
スタンス化プロセスモデル815に関連付けられたオブジェクトを使って、データ805とデー
タ810との間に存在するリンクを確立することができる。メタデータは、ここでは、OUTタ
イプである、即ち、サービス指向共同ワークショップにおいて、インスタンス化プロセス
モデルにより作成されたデータに対応していることに留意すべきである。
【０１４９】
　同様に、第2のプロセスモデルを作成してインスタンス化することによって、データ810
,820及び825を処理してデータ835及び関連オブジェクトを作成することができる。引越し
プロセスを特徴づける第2のインスタンス化プロセスモデル830が実行されるときに、デー
タ810に関連付けられたメタデータは、インスタンス化プロセスモデル830の実行により得
られたリンクを統合するよう変更される。データ810に関連付けられたメタデータは、付
属資料の「extrait de code 8（コード８の抜粋）」に示されているように表現すること
ができる。
【０１５０】
　データ810に関連付けられたオブジェクトとインスタンス化プロセスモデル830に関連付
けられたオブジェクトとの間に作成されたリンクによって、後者のオブジェクトを使って
、データ810及び835に関連付けられたオブジェクト間でリンクを確立することができる。
【０１５１】
　また、第2インスタンス化プロセスモデル830の実行時に、データ835及び関連付けられ
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たオブジェクトが作成される。関連付けられたメタデータは、付属資料の「extrait de c
ode 9（コード９の抜粋）」に示されているように表現することができる。
【０１５２】
　データ835に関連付けられたオブジェクトとインスタンス化プロセスモデルに関連付け
られたオブジェクト830”との間に作成されたリンクによって、後者のオブジェクトを使
って、データ835及び810に関連付けられたオブジェクト間、データ835及び820に関連付け
られたオブジェクト間、並びに、データ835及び825に関連付けられたオブジェクト間のリ
ンクを決定することができる。
【０１５３】
　図9には、発明の一部を利用するよう適合した装置が示されている。装置900は、例えば
、マイコン、コンピュータまたはワークステーションである。
【０１５４】
　ここでは、装置900は、通信バス902を有し、該バスには次のものが接続されている。
－中央処理装置（Central Processing Unit：CPU）又はマイクロプロセッサ903。
－読み取り専用メモリ904（Read Only Memory：ROM）。プログラム”prog”、”prog1”
及び”Prog2”を有することができる。
－ランダムアクセスメモリ（Random Access Memory：RAM）又はキャッシュメモリ906。上
記プログラムの実行中に作成され変更される変数及びパラメータを記憶するよう適合した
レジスタを有する。
－データを送受信するよう適合した通信インターフェース918。
【０１５５】
　オプションとして、装置900は次のものを配置してもよい。
－表示装置908。データを視覚化し、及び/又は、グラフィックユーザインターフェースと
して動作する表示装置908。グラフィックユーザインターフェースによって、ユーザは、
キーボード及びマウス910もしくはその他のポインティングデバイス、タッチスクリーン
、又は、リモコンを使って、本発明に係るプログラムと対話することができる。
－ハードディスク912。上記プログラム”prog”、”prog1”及び”Prog2”、並びに、本
発明に従って処理された又は処理するデータを有することができる。
－メモリカードリーダー914。メモリカード916を受け入れ、本発明に従って処理された又
は処理するデータを読み書きするよう適合している。
【０１５６】
　通信バスによって、装置900が有する又は装置に接続されている種々のコンポーネント
間の通信及び相互運用(interoperabilite)が可能になる。バスの表現は制限的ではない。
特に、CPUは、装置900の全てのコンポーネントに、直接又は装置900の別のコンポーネン
トを介して、命令を伝えることができる。
【０１５７】
　プログラム可能な装置に本発明に係るプロセスを利用させることができる各プログラム
の実行可能コードは、例えば、ハードディスク912又はROM 904に記憶することができる。
【０１５８】
　一つの変形例によれば、メモリカード916は、データ及び上記プログラム実行可能コー
ドを有することができる。このコードは、一旦、装置900で読み取られると、HDD 912に格
納される。
【０１５９】
　別の変形例によれば、プログラム実行可能コードは、インターフェース918を介して、
少なくとも部分的に受信され、前記と同じ方法で格納することができる。
【０１６０】
　より一般的には、１つ又は複数のプログラムは、実行される前に、装置900の格納手段
の１つに、ロードすることができる。
【０１６１】
　中央装置903は、本発明に係る１つ又は複数のプログラムの命令又はソフトウェアコー
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ドの一部の実行を命令し指示する。これらの命令は、ハードディスク912もしくはROM 904
又は上記の他のストレージ手段に格納される。電圧が与えられると、例えばハードディス
ク912及びROM 904等の不揮発性メモリに格納されている１つ又は複数のプログラムは、ラ
ンダムアクセスメモリ906に転送される。これによって、ランダムアクセスメモリ906は、
本発明に係る１つ又は複数のプログラムの少なくとも一部の実行可能コードと、本発明の
実現に必要な変数及びパラメータを記憶するためのレジスタと、を有する。
【０１６２】
　当然、特定のニーズを満たすために、本発明の分野における当業者は、上記説明に変更
を加えることができる。
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